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卵
巣
腫
蕩
は
卵
巣
の
「
で
き
も

の
」
で
、
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
良
性
境
界
釋
、

腫
蕩
(
が
ん
)
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

良
性
腫
癌
は
命
の
危
険
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
放
置
す
る
と
大
き
く

な
り
腹
部
に
張
り
や
痛
み
が
生

じ
ま
す
ジ
腫
鴻
が
根
兀
で
ね
じ

れ
る
「
蕪
韓
」
を
起
こ
す
と
、

ま
す
。
卵
巣
腫
癌
は
早
期
発
見
が

そ
れ
以
外
は
手
術
が
必
要
で

り
し
て
命
に
関
わ
り
ま
す
。

重
要
で
す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て

す
。
良
性
は
主
に
腹
腔
鏡
需
で

(
が
ん
)
は
子
宮
が
ん
な
ど
他
の

も
定
期
的
に
婦
人
科
検
診
を
受

腫
癌
部
分
や
卵
巣
ご
と
摘
出
。

婦
人
祭
ん
に
比
べ
て
予
後
か
悪

J

け
、
気
に
な
る
症
添
続
く
場
合

境
界
悪
性
や
悪
性
の
場
合
は

い
で
す
。
進
行
し
た
益
で
見
つ

は
た
め
ら
わ
ず
に
受
学
る
こ
と

開
腹
手
術
で
子
宮
と
両
側
卵
巣

か
る
こ
と
が
多
く
、
大
き
な
需

が
、
命
と
将
来
の
妊
娠
の
可
能
性

を
摘
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
妊
娠

や
抗
が
ん
碧
療
が
必
要
に
な
る

を
守
る
最
善
策
で
す
。

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
早

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

昼
届
是
科
婦
人
璽
冥
吉

期
の
悪
性
、
境
界
悪
性
腫
癌
だ

卵
巣
腫
癌
は
昼
症
状
が
乏
し

岡
信
也
Π
明
石
市
大
久
爲
院
)

く
、
腫
癌
か
大
き
く
な
る
と
器

と
、
片
側
の
卵
巣
を
残
す
と
い
っ

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
裁

し
ま
す
。

自
覚
症
状
乏
し
く
、
定
期
検
診
が
重
要

に
ん
宮
せ
い

=

の
張
り
や
痛
み
、
舌
の
む
く

み
な
ど
を
感
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
診
は
主
に
内
診
や
超
音
波

検
査
で
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て

M
R
1
や
腫
癌
マ
ー
カ
ー
な
ど
を

追
加
し
ま
す
。

良
性
で
小
さ
く
症
状
が
な
い
場

合
は
経
過
襲
、
チ
ヨ
コ
レ
ー
ト

嚢
腫
は
薬
の
治
療
も
可
能
で
す
。

二匿=

E
,冨=

滞
の
た
め
緊
急
示
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
舌
裂
症
に
ょ
る

「
チ
ヨ
コ
レ
ー
ト
嚢
睡
」
は
ひ
ど

い
生
理
痛
や
不
妊
の
原
因
に
な

り
、
が
ん
化
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
境
界
悪
性
は
良
性
と
悪
性
の
中

間
的
な
性
質
で
、
ま
れ
に
再
発
し

た
り
腹
部
に
が
ん
が
散
ら
ぱ
っ
た

た
妊
娠
が
可
能
な
「
妊
孕
籍
存

希
」
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
最
誇
な
診
は
摘
出
し
た

腫
蕩
の
顕
欝
検
査
に
ょ
り
決
ま

り
ま
す
。

卵
巣
が
ん
は
、
謬
に
卵
巣
が

ん
や
乳
が
ん
の
病
歴
が
あ
る
人
や

舌
裂
症
が
あ
る
人
、
妊
娠
歴

が
少
な
い
人
が
高
り
ス
ク
と
さ
れ
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女性特有の臓器である卵巣に発生する腫蕩

の総称である卵巣腫蕩。特に初期段階では症

状力狂見れにくく、異変を感じたときには進行

していることもある病気のーつだ。症状や治

療法について専門医に聞いた。
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